
今
年
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
で
、

先
月
の
午
前
中
「
夏
休
み
子
ど
も

電
話
科
学
相
談
」
が
放
送
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
出
張
時
に
カ
ー
ラ
ジ

オ
で
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
放
送
は
、
27
年
前
か
ら
毎
年

夏
休
み
に
今
も
続
い
て
い
る
番
組

で
す
。

質
問
は
小
学
生
低
学
年
が
主
で
就

学
前
の
児
童
も
多
い
、
電
話
相
談

で
す
。

各
専
門
家
４
人
が
対
応
、
我
々

が
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
事

に
、
子
供
達
（
小
２
以
下
）
の
素

朴
な
質
問
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま

す
。

「
子
供
は
天
才
で
あ
る
」
と
言
葉

が
有
り
ま
す
が
実
感
し
ま
す
。

未
就
学
児
な
ど
は
素
直
で
素
朴
で

純
真
、
ま
さ
に
「
天
才
」
で
す
。

日
本
は
、
こ
の
子
供
達
が
引
き
継

い
で
行
く
と
思
う
と
、
希
望
と
未

来
に
心
を
強
く
す
る
も
の
で
す
。

４
歳
児
女
子
の
質
問
で
す
、

「
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
な
ぜ
地
面

の
近
い
と
こ
ろ
を
飛
ん
で
い
る
の

で
す
か
。
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
は
な
ぜ

高
い
と
こ
ろ
を
飛
ぶ
の
で
す
か
。
」

答
え
ら
れ
ま
す
・
・
・
。

同
じ
チ
ョ
ウ
で
す
。
ラ
ジ
オ
を

聞
い
て
、
私
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

専
門
家
の
回
答
は
、
子
孫
を
引

き
継
ぐ
幼
虫
の
食
料
の
た
め
、
モ

ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
地
上
の
キ
ャ
ベ

ツ
・
ア
ブ
ラ
ナ
系
、
ア
ゲ
ハ
は
ミ

カ
ン
系
の
植
物
に
産
卵
す
る
た
め

で
、
存
在
す
る
場
所
だ
と
、
優
し

く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
と
、
全
て
の
地
球
上
の
生
物

は
、
命
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
必
至

に
生
き
て
い
る
。
生
き
方
を
含
め

人
間
の
傲
慢
さ
が
地
球
を
汚
す
現

実
に
気
が
つ
く
。
本
来
失
い
忘
れ

て
な
ら
な
い
、
大
切
な
基
本
を
喪

失
し
た
気
が
す

る
。拉

致
被
害
者

の
、
自
国
民
を

守
れ
ず
し
て
、

世
界
の
平
和
は

絶
対
あ
り
得
な

い
の
だ
。

今
の
日
本
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の

２
倍
の
お
寺
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
来
仏
教
は
苦
し
み
に

立
ち
向
か
う
宗
教
で
す
が
、
未
だ

人
々
の
苦
悩
を
救
い
得
て
い
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
を
超
え
る
お
寺
は
、

葬
式
が
主
な
役
割
と
化
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
救
済
の
機

能
を
失
っ
て
い
る
。

坊
主
丸
儲
け
や
、
生
臭
や
観

光
地
化
で
住
職
の
情
報
発
信
力
、

社
会
的
影
響
力
が
急
激
に
喪
失

し
て
い
る
。

し
か
し
、
若
い
修
行
僧
（
高

校
生
）
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。

仏
教
は
人
の
苦
し
み
を
知
り
、

人
間
の
幸
福
の
た
め
、
生
き
て
い

る
他
人
を
幸
福
に
す
る
こ
と
を
抜

き
に
し
て
あ
り
得
な
い
。

未
来
に
存
在
意
義
は
な
い
。

怒
り
に
は
二
種
類
が
あ
る
、
憎

悪
の
怒
り
、
慈
悲
か
ら
の
怒
り
の

二
つ
で
す
。

そ
れ
は
動
物
か
人
間
か
の
違
い
。

慈
悲
の
怒
り
は
、
幸
福
な
社
会
の
、

進
歩
発
展
に
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。体

力
と

精
神
力
は

直
結
し
て

い
る
。
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野
田
新
政
権
は
、
財
務
省
傀
儡

（
か
い
ら
い
・
手
先
）
政
権
で

す
。
国
民
に
と
り
最
悪
の
選
択

を
永
田
町
は
選
択
し
た
か
？
。

財
務
省
は
完
全
に
政
策
を
手

中
に
収
め
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
下
に
置

い
た
。

国
民
に
対
し
て
大
増
税
を
射

程
、
財
務
官
僚
の
天
下
り
を
容

認
、
世
界
大
恐
慌
の
ト
リ
ガ
ー

（
引
き
金
）
に
指
を
掛
け
て
い

る
。

早
晩
戦
勝
国
の
「
戦
利
品
」
の

役
割
を
担
う
売
国
の
実
態
が
あ

ぶ
り
だ
さ
れ
よ
う
。

財
務
省
官
僚
は
政
策
の
失
敗
を

幾
度
も
繰
り
返
し
、
す
で
に
国

民
を
「
愛
」
す
る
人
材
は
払
拭

し
、
財
務
省
は
「
大
本
営
」
だ
。

第
三
の
敗
戦
・
災
害
復
興

（
①
軍
事
的
敗
戦
・
②
バ
ブ
ル

崩
壊
・
③
災
害
復
興
）
の
認
識

も
な
く
、
平
成
の
20
年
を
失
い
、

自
民
党
政
権
が
招
い
た
失
政
で
、

本
土
は
再
度
の
被
爆
、
人
体
実

験
場
と
化
し
た
。

我
が
国
は
つ
る
べ
落
と
し
で
墜

ち
続
け
、
全
国
の
焦
土
化
に
ま

だ
至
っ
て
い
な
い
？
。

私
た
ち
は
、
第
三
の
敗
戦
、

安
心
と
信
頼
を
裏
切
る
政
策
を

結
果
的
に
認
め
て
き
た
。

13
年
間
毎
年
３
万
人
が
自
ら

命
を
絶
つ
国
家
の
現
状
、
財
務

省
の
無
策
は
「
人
災
」
だ
。


